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保育現場の働き方改革に関するアンケート調査結果について（概要版） 

 
 大分県福祉保健部こども未来課（以下、「県」という。）では、保育施設における人材確

保等の現状や働き方改革に関する取組状況等を把握することを目的に、県内の認可保育所

等を対象とした「保育施設向け実態調査」と、県が管理する保育士登録名簿に記載されて

いる保育士を対象とした「保育士アンケート」を実施した。 
 
１ アンケート調査概要                               

■保育施設向け実態調査 

【調査期間】 平成３０年５月１０日～５月２５日 
【調査対象】 ３６７施設（認可保育所、認定こども園、小規模保育所等（家庭的保育、

事業所内保育を含む）） 
【回 答 数】  １８６施設（回答率５０．７％） 
【調査方法】 Ｗｅｂアンケート（簡易申請システム） 
 
■保育士アンケート（現役保育士、潜在保育士） 

【調査期間】 平成３０年４月２０日～５月２５日 
【調査対象】 ６，５６８名（保育士登録を行っている 14,488 名のうち、26～65 歳かつ

登録後 7 年以上の者へＤＭ送付）※ＤＭが返戻された６８７名を除く 
【回 答 数】 ６１４名（現役保育士５４１名、潜在保育士７３名）（回答率９．３％） 
【調査方法】 Ｗｅｂアンケート（簡易申請システム） 
 
２ 回答者の属性                                  

（１）保育施設 

 回答の施設類型の内訳は、保育所が１０２施設、認定こども園が７５施設、小規模保育

所等が９施設であった（図表１）。 
公立・私立の別は、公立が２１施設、私立が１６５施設であった（図表２）。 

（図表１）施設類型              （図表２）公立・私立の別 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２



2 
 

 
（図表３）利用定員 

利用定員は「４０名以下」が２９施設、「４

１名～８０名」が７２施設、「８１名以上」が

８５施設であった（図表３）。 
 
 
 
 
 

 
 
（図表４）施設の所在地 

 
 施設の所在地を見ると、大分市（５８施設）、中津市（２５施設）、別府市（２１施設）、

日田市（１３施設）、豊後大野市（１０施設）の順であった（図表４）。 
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（２）現役保育士 

性別を見ると、女性が９７％を占めている。年令別に見ると、３０代（１８１名）と最

も多く、続いて２０代（１３６名）、４０代（１１３名）となっている（図表５、図表６）。 

居住地を見ると、大分市（１５１名）が最も多く、別府市（６６名）、中津市（５４名）、

日田市（５０名）、臼杵市（４０名）、宇佐市（３６名）の順であった（図表７）。 

 

（図表５）男女比（現役保育士）      （図表６）年令構成（現役保育士） 

（図表７）居住地別（現役保育士）              （単位：人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図表８）勤務先の施設類型（現役保育士） 

 

勤務先の施設類型を見ると、「保育所」

が４６％（２５１名）、「認定こども園」

が４６％（２４６名）となっている。 

 「その他」には、病院や病児保育室、

障がい児保育施設などがあった。 

（図表８） 
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（３）潜在保育士 

 性別を見ると、女性が９７％を占めている。年令別に見ると、４０代（１９名）及び   

５０代（１９名）が最も多く、続いて３０代（１７名）、２０代（１４名）となっている   

（図表９、図表１０）。 

 居住地を見ると、大分市（２６名）が最も多く、日田市（７名）、宇佐市（７名）、別府

市（６名）、豊後大野市（６名）の順であった（図表１１）。 

 
（図表９）男女比（潜在保育士）     （図表１０）年令構成（潜在保育士） 

 
（図表１１）居住地別（潜在保育士）           （単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



5 
 

３ 保育士確保の状況（保育施設）                         

 

（図表１２）保育士（正規職員）の求人数に対する充足率（H29 年度） 

 
 正規職員の求人数の合計は  

４２１名で、採用数は２２７名

だった（充足率５４％）。 
施設ごとの充足率を見ると、 

「１００％」に満たない施設が 

７０施設で５５％を占めている。

そのうち、「０％」が２８施設で 

２２％を占めている（図表１２）。 
 

 
（図表１３）保育士（非正規職員）の求人数に対する充足率（H29 年度） 

 
 非正規職員の求人数の合計は

３９７名で、採用数は２３９名

だった（充足率６０％）。 
施設ごとの充足率を見ると、

「１００％」に満たない施設が 

６１施設で４６％を占めている。

そのうち、「０％」が２７施設で

２１％を占めている（図表１３）。 
 

 
（図表１４）保育士は確保しやすいか 

  
保育士を「確保しにくい」と回答

したのは１２１施設で最も多く、「や

や確保しにくい」を含めると９１％

を占めている。 
「容易に確保できる」は９％  

（２施設）と少なかった（図表１４）。 
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（図表１５）直面する人材確保の課題（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直面する人材確保の課題については、「求人申込みが少なく欲しい人材が選べない」が 

７７．４％と最も多く、続いて「必要な職員の絶対数が確保できない」が３１．７％、「中

堅職員が育っていない」が３０．１％となっている（図表１５）。 
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４ 保育士の離職状況                               

（１） 保育施設 

（図表１６）直近１年間の保育士（正規職員）の離職者数 

 

 保育士（正規職員）の離職者数は、「０名」が

８７施設で約半数を占める。続いて「１名」と

「２名」を併せて約半数となっている。 

（図表１６） 

 

 

 

（図表１７）直近１年間の保育士（非正規職員）の離職者数 

 

 保育士（非正規職員）の離職者数は、「０名」

が９４施設で約半数を占める。続いて、「１名」

が６５施設で、「２名」が１７施設あった。 

（図表１７） 

 

 

 

（図表１８）保育士（正規職員）の離職者の勤続年数別人数 

 

 離職者の勤続年数を見ると、「３年未満」が 

４３％（６５名）で最も多くなっており、続い

て「３年以上６年未満」が２１％（３１名）と

なっている。 

 また、「１５年以上」は９％（１４名）となっ

ている（図表１８）。 

 

（図表１９）保育士（非正規職員）の離職者の勤続年数別人数 

 

 離職者の勤続年数を見ると、「３年未満」が 

５８％（７８名）と最も多くなっており、続い

て「３年以上６年未満」が２２％（３０名）と

なっている（図表１９）。 
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（図表２０）直近３年間の離職者（正規保育士）の主な離職理由（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 直近３年間の離職者（正規保育士）の主な離職理由は、「結婚」が４４．４％で最も多く、

続いて「転職」が３０．４％、「出産・育児」が２３．７％、「病気・体調不良」及び「転

居」が２２．２％となっている。 

 「給与」や「長時間労働」、「研修・職員教育が不十分」、「保護者等との人間関係」など

は、低い値になっている（図表２０）。 

 

（図表２１）直近３年間の離職者（非正規保育士）の主な離職理由（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 直近３年間の離職者（非正規保育士）の主な離職理由は、「家族等の介護」が２６．１％

で最も多く、続いて「病気・体調不良」が２１．７％、「転職」が２０．７％、「出産・育

児」が１８．５％となっている。「結婚」や「給与」、「長時間労働」、「保護者等との人間関

係」などは、低い値になっている（図表２１）。その他の理由は「雇用期間満了」など。 

ポイント 

「結婚」「転職」「病気・体調不良」

が高く、「給与」「長時間労働」は

低い！ 

ポイント 

「家族等の介護」や「病気・体調不

良」が高く、「結婚」「給与」「長時

間労働」は低い！ 
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（２）現役保育士 

（図表２１）離職した主な理由（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現役保育士の過去の離職理由は、「出産・育児」が４５．３％で最も多く、続いて「結婚」

が３８．０％、「職場の人間関係」が１９．２％となっている（図表２１）。 

 「その他」の理由は、「定年退職」、「雇用期間満了」、「家庭を優先」など。 

 

（３）潜在保育士 

（図表２２）離職した主な理由（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 離職した理由については、「結婚」及び「出産・育児」が２６．６％で最も多く、続いて

「給与」が１８．８％、「長時間労働」が１７．２％となっている（図表２２）。 

 「その他」の理由は、「定年退職」、「雇用期間満了」、「家庭の事情」など。 

年令 人数 割合
20代 14 22%
30代 15 23%
40代 17 27%
50代 14 22%
60代 4 6%
合計 64 100%

年令 人数 割合

20代 17 7%

30代 70 30%

40代 73 31%

50代 60 26%

60代 14 6%

合計 234 100%

施設側（図表 20）との相違点 

「転職」「病気・体調不良」は低

く、「長時間労働」「職場内の

人間関係」が高い！ 

施設側（図表 20）との相違点 

「転居」「転職」「病気・体調不

良」は低く、「給与」「長時間労

働」が高い！ 
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５ 保育士の勤務実態（時間外勤務）                        

（１）保育施設 

（図表２３）直近１年間の保育士（正規職員）の月平均時間外勤務時間 

 

 保育士（正規職員）月平均時間

外勤務時間は、「１０時間未満」が

１２７施設と最も多くなっており、

「０時間」の１６施設を含めると、

７７％を占めている。 

 一方、「５０時間以上」も３施設

あった（図表２３）。 

 

（図表２４）直近１年間の保育士（非正規職員）の月平均時間外勤務時間 

 

 保育士（非正規職員）の月平均

時間外勤務時間は、「０時間」が 

９４施設で、「１０時間未満」の 

７６施設を含めると、９１％を占

めている。 

 一方、「５０時間以上」も２施設

あった（図表２４）。 

 

 

（２）現役保育士 

（図表２５）平成３０年２月から４月の月平均時間外勤務時間（持ち帰り仕事を除く） 

  

 現役保育士の月平均時間外勤務

時間（持ち帰り仕事を除く）は、

「１０時間未満」が３４４名で最

も多く、続いて「１０～２０時間」

が９１名となっている。 

 また、「５０時間以上」は２０名

だった（図表２５）。 

 

 

 

ポイント 

施設側とほぼ同じ傾向！ 
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（図表２６）平成３０年２月から４月に持ち帰り仕事があったか 

 

 現役保育士の７１％が「持ち帰り仕事があっ

た」と答えている（図表２６）。 

 

 

 

 

 

（図表２７）平成３０年２月から４月の持ち帰り仕事に要した時間（月平均） 

 

 現役保育士が持ち帰り仕事に

要した時間は、「１０時間未満」

が１８４名で最も多く、続いて

「１０～２０時間未満」が１１１

名となっている（図表２７）。 

 

 

 

 

（図表２８）持ち帰り仕事の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 持ち帰り仕事の内容は、「行事の準備」や「保育計画等書類作成」が多くなっている（図

表２８）。 

「その他」の内容は、「新年度の準備」や「勤務表作成」や「アルバム作成」のほか、「卒

業前や新年度の準備」「発表会の大道具、衣装づくり」などがあった。 
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（３）潜在保育士 

（図表２９）退職前３ヶ月の月平均時間外勤務時間（持ち帰り仕事を除く） 

  

 潜在保育士の退職前の月平均時

間外勤務時間（持ち帰り仕事を除

く）は、「１０時間未満」が４０名

と最も多く、続いて「１０～２０

時間未満」が９名となっている。 

 また、「５０時間以上」は４名い

た（図表２９）。 

 

 

 

（図表３０）在職中、持ち帰り仕事があったか 

 

 潜在保育士の８０％が「持ち帰り仕事があった」

と回答している（図表３０）。 

 

 

 

 

 

（図表３１）退職前３ヶ月の持ち帰り仕事に要した時間（月平均） 

 

 潜在保育士が退職前に持ち帰り

仕事に要した時間は、「１０～２０

時間未満」が１９名と最も多く、

続いて「１０時間未満」が１８名

となっている（図表３１）。 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

現役保育士とほぼ同じ傾向！ 
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６ 保育士の悩みや不満                              

（１）保育施設 

（図表３２）貴施設の保育士がどのような悩みや不満を抱えていると思うか（３つまで） 

 

 保育士がどのような悩みや不満を抱えていると思うかの問いでは、「業務の負担や責任」

が５９．１％で最も多く、続いて、「給与・手当」の３４．９％、「保護者等との人間関係」

の３３．９％、「職場の人間関係」の３３．３％となっている（図表３２）。 

 

（２）現役保育士 

（図表３３）保育士として働く上での悩みや不満は（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方、現役保育士の悩みや不満は、「給与・手当」が５２．９％で最も多く、続いて、「休

暇が取れない（有給休暇）」の３２．５％、「仕事と家庭の両立」の２３．７％、「職場の人

間関係」の１９．６％となっている（図表３３）。 

 

施設側（図表 32）との相違点 

「業務の負担や責任」は低く、「給

与・手当」や「有給休暇が取れな

い」が高くなっている！ 
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７ 働き方改革に関する取組状況                          

（１）保育施設 

（図表３４）貴施設で実施している「働き方改革」に関する取組（複数回答可） 

施設で実施している「働き方改革」に関する取組については、「業務分担による仕事量の

平準化」が７３．１％と最も多く、続いて、「会議の効率化」の７０．４％、「保育計画等

の書類作成のＩＣＴ化」の３９．２％、「持ち帰り仕事の禁止」の３８．２％となっている

（図表３４）。また、５．９％（保育所９施設、認定こども園１施設、小規模保育施設等１

施設）が「特になし」と回答している。 

 

（図表３５）貴施設で実施している「働き方改革」に関する取組について、効果があった

又は効果があると思われるもの（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設で実施している「働き方改革」に関する取組について、効果があった又は効果があ

ると思われるものは、「連絡帳のシステム化・アプリ化」が１００％で最も多く、続いて、

「子ども又は保育室から完全に離れる休憩時間の確保」が８７．５％、「長期休暇の取得促

進」が８１．８％、「業務分担による仕事量の平準化」が７８．７％となった（図表３５）。 

ポイント 

11 施設が「特になし」。 

利用定員 40 名以下が 3 施

設、41～80名が7施設、81

名以上が１施設 
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（図表３６）貴施設で実施予定又は検討中の「働き方改革」に関する取組（複数回答可） 

 施設で実施予定又は検討中の「働き方改革」に関する取組については、「特になし」が２

８．５％で最も多く、続いて「子ども又は保育室から完全に離れる休憩時間の確保」が２

４．２％、「長期休暇の取得促進」が２３．１％、「保育計画等の書類作成のＩＣＴ化」と

「持ち帰り仕事の禁止」が２２．６％となっている（図表３６）。 

 

（２）現役保育士 

（図表３７）あなたの職場で実施している「働き方改革」に関する取組（複数回答可） 

 あなたの職場で実施している「働き方改革」に関する取組については、「特になし」が  

３７．２％で最も多く、続いて、「システム導入による登降園の管理」が２７．９％、「保

育計画等の書類作成のＩＣＴ化」が２７．２％となった（図表３７）。 

 

ポイント 

全体の約３割（53 施設）が

（今以上の）「働き方改革」の

取組を予定していない 

施設側（図表 34）との相違点 

現役保育士の認識が全体的に

低い。 

施設側で高かった「業務分担に

よる仕事量の平準化」はそれほ

ど高くない。 
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（図表３８）勤務する施設で効果があった「働き方改革」に関する取組（複数回答可） 

 実施している施設に勤務する方で効果があった内容は、「システム導入による登降園の管

理」が６９．５％で最も多く、続いて「長期休暇の取得促進」が６３．０％、「業務分担に

よる仕事量の平準化」が５９．４％となった（図表３８）  

 

（図表３９）あなたの職場で実施予定又は検討中の「働き方改革」に関する取組（複数回

答可） 

 あなたの職場で実施予定または検討中の「働き方改革」に関する取組については、「特に

なし」が６１．４％で最も多く、続いて「業務分担による仕事の平準化」が１３．１％、「長

期休暇の取得促進」が１１．６％となっている（図表３９）。 

 

 

施設側（図表 35）との

相違点 

施設側に比べ、効果を

実感している率が全体

的に低い 

施設側（図表 36）との相違点 

全体の約６割（３３２名）が「特

になし」と回答 
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（図表４０）保育の現場の働き方改革が進まない理由は特に何だと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「保育の現場の働き方改革が進まない理由は特に何だと思うか」の問いには、「忙しくて

手が回らない」が２６５名（４９％）で最も多く、続いて「園長等管理職の意思が低い」

が１０３名（１９％）、「どのような方法があるかわからない」が７８名（１４％）となっ

た（図表４０）。 

 

 

 

ポイント 

「忙しくて手が回らない」が最も多く、 

「必要性を感じない」は２％と少ない 


